
リーディングプロジェクトの考え方について
－地方創生を具体化するための３要素とリーディングプロジェクトとの関係－

5.英語が話せる街 佐世保

4.名切地区再整備

6.基地との共存共生

3.九十九島認知度向上

7.統合型リゾート（IR）誘致

1.クルーズ船入港体制整備

2.俵ヶ浦半島開発

8.企業立地・新工業団地整備

～人の流れをつくる～
① 都市の価値を高め → ② 働く場（産業）を確保し → ③ 生活環境を整える

【呼び込む】
リーディングプロジェクトで、都市と
しての優位性を高め、競争力を強
化する段階。

【輝く】
移住・定住を実現し、ライフステージに
応じて、一人ひとりが輝ける取組みを
進める段階

① 都市アイデンティティ確立

（都市としての価値向上）

② 地域経済の牽引

（仕事を創出する産業）

③ ライフスタイル・

ライフステージに応じた

生活環境

※アイデンティティ
自己を自己として確信する自我の統一を
持っていること、本質的自己規定、同一性、個性

【働く】
リーディングプロジェクトの吸引効果、
産業創出効果により、雇用の拡大、所
得の向上への取組みを進める段階
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地方創生総合戦略

【重点プロジェクト】
後期基本計画期間中
特に重点的に推進する施策

【総合戦略】
後期基本計画期間中
特に地方創生に資する施策

リーディングプロジェクトは、重点ＰＪや総合
戦略を含む第６次総合計画を、第７次計画に飛躍
させる牽引役として、また、連携中枢都市圏の中
心市としての高次都市機能効果の視点で、全事業
の中から特出

第6次総合計画

第7次総合計画

連携中枢都市圏

先駆性に特化

成長（価値向上）
牽引事業を抽出


